
コーポレート・ガバナンス

営 の 透 明 性 ・ 客 観 性 を 確 保 す る こ と を 基 本 的 な 方 針 ・ 目 的

としています。

コーポレート・ガバナンスに関する施策の実施状況

当社は、従来から取締役会と執行機関との機能を分離し

ていますが、取締役会と執行機関の役割をより明確化する

ために、2003年4月より執行役員制を導入し、よりスピ

ーディーに事業の戦略立案・実行が可能な体制としました。

取締役会の機能は、株主利益を代表し企業価値を最大化す

るために、①経営の基本方針の決定、②執行部の立案する

事業の基本戦略の審議・決定、③グループ経営の監督・評

価等を中心とすると明確化しています。

■報酬委員会および指名委員会

取締役社長の報酬を決定する報酬委員会と、取締役社長

を除く取締役3名により構成され、株主総会で選任される

取締役候補者の選定および取締役会で選任される取締役社

長候補者の選定等を行う指名委員会をそれぞれ取締役会の

なかに設置し、当社独自の体制により、充実したガバナン

ス向上を目指しています。

■その他の取り組み

株主重視の経営のもと、株主に対する透明性が重要であ

るとの視点に立ち、代表取締役2名の個別報酬を株主総会

するため、取締役の任期を�年から�年に遊更しました。■ 内 部 統 制 シ ス テ ム お よ び リ ス ク 管 理 体 制 の 整 備 の 状 況


